
名称

環境の大切さに気付き、
家庭や地域とともに進んでよりよい環境をつくろう

東近江市立愛東北小
学校

環境グループ

環境グループを支える委員会

「愛東北小学校５・６年生」

「児童会エコ委員会」

50人

子どもたちの主体的な取組 今後の活動へのつながり 地域との関わりについて

・地域に生息する固有種のメダカの飼育、観察
・アルミ缶回収
・ケナフの栽培、収穫、紙すき
・水鳥観察と飛来池の清掃
・ひまわりの栽培、収穫、搾油

構成人数

名称 エコスクール支援委員会

11人構成人数

主な構成メンバー

環境教育有識者、ＰＴＡ環境部、あいのまちエコクラブ
事務局長、市生活環境課

・児童会エコ委員会の発足

・落ち葉掃除と腐葉土作り

・子どもエコクラブ交流会や
壁新聞大会への参加

エコ委員会の発足により、
実践の輪や領域が広がり
つつある。

この成果をもとに来年度
もエコ活動を推進していく。

・ＰＴＡ環境部による積極的
な取り組み

・ゲストティーチャーや菜の
花館との連携の強化

平成22年度

恵比須溜にはたくさんの種類の水鳥が来て
いました。しかし、池の周りを掃除すると釣
り糸や食料品のゴミがたくさんありました。
そういったゴミのせいで命をなくす鳥がたく
さんいるそうでとても残念です。（5年生）

ぼくたちの育てたひまわりが
やっと食用油になった。ほん
のちょっとしかとれなかったけ
ど、出てきたときはうれしかっ

た。（4年生）


